
 

 

2022年 3月 アンケート集計結果に基づく対応・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月のご意見・ご要望 対応について 

1 「メバル」の切り身料理が何回か

出ましたが、あれほど大きな切り

身のメバルは見たことがないの

で、別種のお魚の新名が「メバル」

なのだろうと思います。ちょっと

説明があれば安心して食べる事が

できます。 

献立にメバルが使用される際には、ナガメバルについての 

説明カードを添えるようにしました。 

2 色がなく寂しく見えます。レモン

の輪切りや 

プチトマト、カイワレをトッピン

グしただけでもイメージが変わる

ように思います。 

皆様に適温の食事を提供するために温冷配膳車を使用しており、保温

室に保管する献立には変色等の恐れがあるため生野菜は付け合わせ

として使用できないことを担当栄養士より説明させていただきまし

た。 

3 入院１週目は特に味になじめず。

その後の体調の回復か慣れか不明

だが、あまり気にならなくなった。

小柄なのでご飯190gは多い。手

術後２日程は特に分量等細かく確

認してもらいたかった。パン食に

経変更可と知ったのも相当後にな

ってからだった。 

入院時に栄養士から直接 

ご飯やお粥の分量・硬さ 

、朝食パンのご希望等、 

伺い、同時にご案内用紙を作成 

を作成してお渡しするよ 

うにいたしました。 
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当院で使用しているメバルは「ナガメバル」といい、スズキ目メバル科の海水魚

です。主にアメリカから冷凍輸入されており、日本海域ではめったに水揚げされな

い珍魚です。 

身に張りがあり脂がのった、味の良い魚です。皮はしっかりとして厚く透明感の

ある白身で、繊維がやわらかく熱を通しても硬くしまることがないのが特徴です。

フライやムニエルや煮魚など、どんな調理にも適しています。 

メバル：ナガメバル 

2023年 3月 15 日 

倉敷中央病院リバーサイド 栄養治療室 

 


